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 (9)実験神経症に.於るQ碗は60分値で不変・  90分値で対照に比し減少傾向を認やた。
「
 -
幽 鍋、『
審査結果要旨
 近時・感情障害による身体症状即ち精神身体症が重視されるに至ったが,その発生機序に就て
 は心理的な説明があるだけで,精神生理学的説明はパブ・フ学派によって1～2なされて居る
 とは言え,尚一般を首肯せしめるに至っていない。この間にあって,感情の中枢が視床ではなく
 大脳辺縁系に存在することが次第に明かになって来た。
 従来,脳研究はその殆んどが電気生理学的に行われて来たが,筆者は組織代謝の面から大脳辺
 縁系の研究を企図し}精神身体症の治療と関連のある諸条件が,大脳辺縁系の代謝に及ぼす影響
 を検討している。
 1)視床下部を含む間脳では・性周期による変動を認めたが,大脳辺縁系では周期変動を認
 めなかった。しかし,estrogenでま辺縁系の代謝亢進傾向を,proge8ter㎝ρやtesto8塘r㎝e
 では低下傾向を認めた。
 2)chlorpr㎝azineでは著明な低下を来したが,meprobamateやre8erpineでは変化し
 なかった。
 5)動物を絶食さぜても又i珀ui拍で低血糖としても辺縁系に変化を来たさなかったが,之
 等に,gIUcoseを投与すると辺縁系代謝が著しく亢進した。
 4)noradrenaline注射では低下傾向を来したが・monoaminox1dase抑制剤たるcatronで
 は変化しなかった。
 5)GABAでは不変であった。
 6)..辺縁系には亜鉛が多いことは細られている。グルコン酸亜鉛を合成し・之を注射した処,
 辺縁系の代謝が低下した。
 ア)辺縁系と直結する嗅神経を硝酸銀溶液で頻回刺激すると代謝低下が起つた。
 8)実験神経症動物ば辺縁系代謝が低下した。
 以上より,精神身体症に影響力を有する薬物は大脳辺縁系の酸素消費量に変化を与えた。消費
 量の増加・即ち代謝亢進を来す如ぎ条件の方が精神身体症に有効であるものの如く・である……と
 言う興味ある知見を得ている。
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